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助成事業完了報告書 
 
日本財団 会長 

報告日付： 2014年 3月31日 

事業ID：2012062922 

事業名：岩手県沿岸部の福祉施設 

及び仮設住宅団地における

歯科保健改善 

団体名：岩手三陸復興の狼煙作戦 

代表者名：佐々木龍夫 

TEL：090-2408-3923 

FAX： 

事業完了日： 2014年3月21日 

                                                             

事業費総額    \1,367,284  円 （事業の実施にあたり生じた費用の総額（支払台帳の合計金額）  

自己負担額    \367,284   円                                          

助成金額      \1,000,000   円 （事業実施のために使った助成金の総額）                                         

 

事業内容：                 

 2013．4．26～28 米崎小学校仮設住宅：口腔機能の向上に関する講話、健口体操、簡単な歯

科治療、脱感作施術（ハンドトリートメン ﾄによる）  

青松館：利用者さんに対する歯科保健に関する講話 歯科健診、歯磨き実習、  

脱感作施術（ハンドトリートメントによる）  

作業所きらり：利用者さんに対する歯科保健に関する講話 染め出し歯磨き実習、  

脱感作施術（ハンドトリートメントによる）  

すずらんとかたつむり：利用者さんに対する歯科保健に関する講話  

染め出し歯磨き実習、食事会を利用した摂食状況の  観察、脱感作施術  

和野っこハウス：訪問挨拶、施設内販売物品の購入  

金澤仮設住宅：歯科健診・相談、義歯調整、脱感作施術  

三陸園：あらかじめ必要な入所者さんを選択していただき、口腔ケア指導、摂食嚥下機能訓練指

導、簡単な歯科治療。  

  ＊全ての場所において責任者さん及び従事者の方との懇談を行った。  

2013．7．6～7 大槌町小槌第１７・２仮設住宅、吉里吉里第５仮設住宅において、ご嚥性肺炎予

防のための健口体操、口腔ケア実習、場合によっては歯科受診勧奨につながる 簡単な歯科応

急処置。  

2013．8.30～9.1 

 米崎小学校仮設住宅：口腔機能の向上に関する講話、健口体操、簡単な歯科治療、  

作業所きらり：利用者さんに対する口腔機能の向上に関する講話および実習、  

子ども夢ハウスおおつち：子供たちおよび指導者に歯科保健に関する講話。  



子供たちに対して染め出し歯磨き実習。保護者の方々への健診結果のお知らせ等の配布  

三陸園：あらかじめ必要な入所者さんを選択していただき、口腔ケア指導、摂食嚥下機能訓練指

導、簡単な歯科治療。  

 ＊全ての場所において責任者さん及び従事者の方に対し、指導および懇話会を行った。  

2013．9.11～12  

田野畑村ハックの家:昨年行った事業の確認及び、口腔ケア指導及び実地指導  

田老町仮設住宅歯科医院の先生と、現状及び今後の支援についての打ち合わせ会。  

2013．11.11～12  

大槌町内大槌１７，２仮設住宅、小槌第２，３仮設住宅において、ご嚥性肺炎予防のための健口

体操、口腔ケア実習、場合によっては歯科受診勧奨につながる簡単な歯科応急処置。現在現地

支援員により歯科支援を必要とする地域（仮設住宅郡）をリサーチ頂いたうえでの支援である。

支援内容は、口腔ケア指導、摂食嚥下機能訓練、健口体操等および脱感作施術（ハンドトリート

メントによる）である。  

2013．12.13～15  

陸前高田市は米崎小学校仮設住宅および障がい者授産施設あすなろホーム、釜石市介護支援

施設まりん、大槌町学童保育および特別養護老人施設三陸園において支援を行った。基本的に

は歯科保健に関する講話、歯科健診、歯磨き実習、脱感作施術（ハンドトリートメントによる）口腔

ケア指導、摂食嚥下機能訓練、健口体操等である。  

2014.3.19～21 

陸前高田市米崎小学校仮設住宅、作業所きらり、青松館せせらぎおよび大槌町学童保育におい

て、ご嚥性肺炎予防のための健口体操、口腔ケア実習、場合によっては歯科受診勧奨につなが

る簡単な歯科応急処置を行った。さらに脱感作施術（ハンドトリートメントによる）により気持ちの

リラクゼーション図りながら歯科保健の必要性などについての関心を深められるように働きかけ

た。 

 

 

 

 

 

 

                                                             

事業目標の達成状況：         

１．仮設住宅に関して： 

 歯科治療を希望される方およびお口に関するお悩み事の相談を行った。ハンドトリートメントに

てコミュニティーをより良好な状況にし、住民の方々からの歯科に関する情報の収集も行った。各

人適宜歯科医院を受診しているが、私たちが「簡単な治療（義歯の調整など）と思うものについて

も、予約が一か月先であるのが現状であるようだ。また身体的理由や通院手段が無い事により

歯科医院への通院が困難な方が多くおられるという事が、以前からの進歩がみられない。今回も

「誤嚥性肺炎の防止（一生自分のお口で食べよう！）をスローガンに、口腔機能の維持向上に視

線を向け、歯科保健の啓発を試みてみた。やはり仮設住宅においては、自治会長や婦人部の

方々のご尽力の影響はやはり大きいと思われる。 

２．障がい者授産施設について： 



 年に１回のお口の健診をと言う事で各施設さんからオファーを頂き、支援にあたっている。地元

の歯科医師との連携の下、情報を頂き健診にあたっている。通院が必要な利用者さんに対して

の受診勧奨を行っている。う蝕や歯周病の予防もしかり、口腔機能の維持向上も疾病を抱える利

用者さんにとっては大切なことだと感じている。吹き戻し笛等を用いてお口の機能訓練を行う。こ

のようなアイテムを用いた訓練に対してとても興味を示していただけるので、その有効性を確認

さていただいた。もう少し時間をかけて歯磨きのレクチャーが出来ると良かったと思う。 自閉傾

向にある利用者さんなど、あらかじめハンドトリートメントを行い、会話と施術による緊張の緩和が

できたところへ歯科の先生に来ていただき、お口の健診を行った。前回のお口を開いていただけ

なかった課題をクリアし、スムーズに行えたことは成果だった。また、ハンドトリートメントを通して

職員の方々との交流を行い、かつ地域の情報交換もでき。 

３．特別養護老人施設関して： 

 看護師さんに事前にお願いして対象者をピックアップしていただく事により支援の能率化が図

れるようだ。PEG造設者など比較的施設の方にとって手間がかかる方、口腔ケアの難しい方、歯

磨き時に出血してしまう方、歯がいっぱい揺れている方などが中心の進め方とし、緊急性のある

ものなどについては協力歯科医と連携し支援を継続して行きたいと考える。ハンドトリートメント

施術については職員の方々を中心に行い、施設における口腔ケアの現状をリサーチさせていた

だく。さらには勤務されている方々を対象とした口腔ケア講習会の開催を行えるよう調整したいと

思う。 

4．通所型障がい者施設に関して: 

 １２月の支援から、通所型の介護施設について介入を行った。職員の方々に対して口腔清掃の

必要性及びその効果について研修を行い、その重要性と内容をご理解いただくところから始まっ

た。現状では通所者も職員も積極的な対応ではないという事だったが、研修終了後のディスカッ

ションタイムにおいては多くの積極的なご質問、ご意見を伺った。その後の情報によると研修がき

っかけとなり、施設における口腔清掃の習慣づけに取り組んでいるとのうれしいお知らせを頂い

た。通所者さん、保護者の方を対象とした簡単な研修会を通じて啓発ができたらと考える。 

 

 

 

 

 

 

                                                             

事業成果物：           別添させていただきました。  
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支払台帳 

年月日 使用内容 金額 
領収書

番号 
備考 

平成 13 年 

４月２８日～２９日 旅費交通費       

 新幹線（東京→一関）4 人 \34,800     

 新幹線（大宮→一関）3 人 \24,660    

 新幹線（一関→大宮）1 人 \10,560    

 在来線（釜石→新花巻）7 人 \11,340     

 新幹線（新花巻→東京）4 人 \47,480     

 新幹線（新花巻→大宮）3 人 \34,200    

 

レンタカー 

（ガソリン代込み） \32,233     

 宿泊（陸前高田８名） \17,200     

 宿泊（大槌８名） \59,955  １   

 会議費×２回分 \12,000   

\5,000 

\7,000 

 教材費×６か所分 \32,660   

\6,300 

\5,040 

\9,420 

\5,700 

\6,200 

７月６日～７日  旅費交通費       

\126,113 新幹線（東京→新花巻）1 人 \8,440     



 新幹線（大宮→新花巻）2 人 \16,200   

  在来線（新花巻→釜石）3 人 \4,860    

  在来線（釜石→新花巻）3 人 \4,860    

  新幹線（新花巻→東京）1 人 \11,690    

 新幹線（新花巻→大宮）2 人 \22,440   

 レンタカー（ガソリン代込み） \12,752   

 宿泊（大槌４名） \28,300   

 会議費×２回分 \4,500  

\2,500 

\2,000 

 教材費×２か所分 \12,071  

\4,831 

\7,240 

８月３０日～９月１日 旅費交通費    

\157,577 新幹線（東京→一関）2 人 \22,440   

 在来線（釜石→新花巻）2 人 \3,240   

 新幹線（新花巻→東京）2 人 \22,780   

 レンタカー代 \41,256   

 ガソリン代 \3,772   

 宿泊（陸前高田３名） \21,750   

 宿泊（大槌３名） \22,570   

 会議費×２回分 \3,500  

\2,000 

\1,500 

 教材費×４か所分 \16,269  

\2,000 

\5,040 



\9,229 

９月１１日～１２日 旅費交通費    

 新幹線（東京→盛岡） \13,740   

 新幹線（大宮→盛岡） \30,150   

\116,295 新幹線 (盛岡→東京) \13,740   

 新幹線 (盛岡→大宮) \38,190   

 レンタカー（ガソリン代込み） \14,175   

 会議費×１回分 \1,500   

 教材費１か所分 \4,800  \4,800 

１１月９日～１０日 旅費交通費    

\142,772 新幹線（東京→新花巻）1 人 \14,000 2  

 新幹線（大宮→新花巻）2 人 \16,200 2  

 新幹線（新花巻→東京） \58,080 2 一括領収書 

 在来線（新花巻→釜石）2 人 \3,240   

 レンタカー（ガソリン代込み） \12,909   

 宿泊（大槌４名） \27,200   

 会議費×２回分 \3,000   

 教材費×２か所分 \8,143  

\3,191 

\622 

\880 

\3,450 



１２月１３日～１５日 旅費交通費    

\210,139 新幹線（東京→一関）3 人 \28,650   

 新幹線（一関→大宮）1 人 \11,750   

 新幹線（新花巻→東京）3 人 \35,070   

 JR 乗車券（大宮→一関）1 人 \6,830   

 レンタカー（ガソリン代込み） \23,761   

 宿泊（陸前高田６名） \41,750   

 宿泊（大槌５名） \33,900   

 会議費×２回分 \4,200   

 教材費×５か所分 \24,228  

\4,588 

\5,940 

\4.800 

\2,800 

\6,100 

平成 14 年 

３月１９日～２１日 旅費交通費    

\213,280 新幹線（東京→一関）3 人 \39,760   

 新幹線（大宮→一関）1 人 \10,370   

 新幹線（新花巻→大宮）2 人 \28,720   

 新幹線（新花巻→東京）2 人 \23,060   

 運転代行代 \4,800   

 タクシー代 \4,040   



 レンタカー（ガソリン代込み） \25,110   

 高速料金 \350   

 宿泊（陸前高田６名） \14,800   

 宿泊（大槌５名） \27,500   

 会議費×２回分 \6,250  

\4,250 

\2,000 

 教材費×５か所分 \28,520  

\2,845 

\5,680 

\500 

\3,250 

\7,770 

\8,475 

ボランティア保険 6 人分 \2,700  \450x6 

宅急便代 19 回分 \21,320  

4/20,4/22,7/1, 

8/20,8/25,9/8, 

9/10,11/3,11/20, 

11/7,11/2,11/6, 

11/11,11/10, 

12/26,12/17,12/17, 

3/4,3/6 

現地（釜石）駐車代 12 ヶ月分毎月払い×１２回 \60,000  \5,000x12 

総合計  \1,367,284   

     

 

※支払台帳には、全ての支出（5万円以下のものも含む）を記入してください。 

※5万円以上の領収書のコピーを添付してください。 

 


